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　多様な学問領域に対して、情報学の理論や技術を応用し、
その領域での問題を解決したり、新たな知識の発見を行うこ
とを大きな研究目的として設定しております。具体的な研究
対象の領域は多様ですが、主としてはメディアやコミュニケ
ーションにおける感性・感情に関わる領域とデータ駆動科学
的方法による化学・生化学に関わる領域を研究しております。
前者についての研究では、設定したモデルを検証するために、
実験心理学や調査的手法でデータを収集し、それを統計的手

法などにより分析するというプロセスを行います。後者につ
いての研究では、化合物データベースやタンパク質データベ
ースのような既に存在するデータを用いて、多変量解析や機
械学習などにより新規に提案したモデルを実証するプロセス
を行います。その成果として、感情による図書検索システム
の開発やコンピュータゲームにおける音の効果の解明、タン
パク質の機能部位の推定法や化合物データベースに対するビ
ットストリングの評価法の提案などを行いました。

　感情による図書検索システムはしばらくの間公開し、メデ
ィアに取り上げられる等の反響を得ました。さらにこの考え
方を絵本に適用した『ほんナビきっず』を共同研究機関と開
発し、公開しております。地域貢献として、研究学園都市コ
ミュニティケーブルサービスの放送番組審議委会会長を務め
ております。また、情報メディア学会の会長や日本化学会情
報化学部会の部会長を務め、それら学会の運営を通して情報
メディア学や情報化学の発展に努めました。

　問題の発見とその解決を自ら行える人材が、データ駆動社
会を目指すこれからの社会では強く求められております。応
用情報学のアプローチは、様々な情報学の方法論を十分に理
解した上で、多様な対象における問題を見いだし、身につけ
た方法論をその解決にどのように適用するかを考え、そして
それを実現することです。超スマート社会におけるプロフェ
ッショナルとなる能力・スキルを持つ人材を、このような研
究を介して育てたいと考えております。


